
 
日時：平成 19 年 5 月 27 日(日)  
会場：鈴鹿青少年研修センター  

AM９：００～ 
○打ち合わせ 
＜参加者＞辻本・中森・杉本・佐藤・宮本・加藤・西村・北崎・森下先生・西川さん 

※ 書記の石倉欠席のため、書記代理→理事会：中森、研修会：宮本 
（進行：杉本）→レジュメ見て全体通し 
        レジュメ訂正：「開会の辞」→「会長あいさつ」 

☆ H19 年度活動計画（案）の日程見直し：8 月 18 日（土）AM 第２回理事会は団員          

大会の前にするのは難しいのではないか？ 
訂正１：6 月 10 日(日)第２回研修会の時点で団員大会のことはしっかり決まってな

いので、この研修会での研修内容を Jr リー研の打ち合わせに変更。 
※Jrリー研の内容は、それまでの研修会や理事会で1時間か30分時間をとって、

半年かけて打ち合わせするようにする。(去年の反省を活かして、事前に内容

を密にすることで募集要項にきちんとした内容を記載することができる。) 
訂正２：8 月 18 日(土)AM 理事会を消去 
訂正３：8 月 26 日(日)第 5 回研修会の AM に第２回理事会を持ってくる。 
 

☆ 総会の資料は訂正後のものを出す 
 
AM１０：００～ 

○ 総会 
＜参加者＞打ち合わせ＋岡田 

☆ 会長あいさつ：４年間会長をやらせてもらってありがとうございます。 
これからも役職関係なくみんな積極的に参加してください。 
新役職のこともよろしく。 

☆ 本部長あいさつ：（松井久 本部長） 
☆ 森下先生あいさつ：後輩への引き継ぎをもっとしっかりと。 
           厳しい指導もみんなのためよ。 

全部自分たちでやることの楽しさを知ってほしい。なにごと

にもプラス思考でいい勉強をさせてもらっている、という意

識をもって。みんなが一つひとつ大事な歯車！！！ 
リーダー増加の取り組みをもっと考えていきましょう。 
顧問をリーダーの中から育てていくつもりをしています。 
 



☆ Ｈ１８年度事業報告（杉本直美）   ≪可決≫ 
☆ Ｈ１８年度決算報告（中森絢子）・監査（宮本美奈）   ≪可決≫ 
☆ 規約改正（説明：事務局 西川さん）   ≪可決≫ 

※ 内容の適用については、最後に・・・ 
☆ 役員選出（辻本昌史） 
     会長：杉本直美（四日市） 
    副会長：佐藤由佳（津） 
        宮本美奈（伊賀） 
     書記：石倉亘（鈴鹿） 
     会計：加藤誠也（亀山） 
   会計監事：西村拓馬（亀山）      ≪可決≫ 

※ 各々あいさつ 
☆ Ｈ１９年度活動計画（佐藤由佳）   ≪可決≫ 

※ 訂正１：＜１９項目活動内容＞参加者１０名程度→指導者１名・リーダー１名 
※ 訂正２：＜事業名＞・・・研修大会→・・・研究大会 
※ 追加：１１月１８日（日）東海ブロックスポーツ少年団女性指導者研修会 
     ＜場所＞愛知県 師崎莊  ＜活動内容＞参加者１０名程度 

☆ 規約について 
※ 訂正１：＜第６章 役員・第７条＞監査→監事 
※ 訂正２：＜第６章 役員・第８条＞会計監査→会計監事 
※ 訂正３：＜第７章 顧問・第１１条２＞指導者協議会→指導協 
※ 訂正４：＜第８章 会議・第１３条（１）＞なお、･･･登録された会員より理

事の補充を行う。→なお、･･･登録された会員から理事の補充を行うことがで

きる。 
※ 附則：この改正規約は、平成１９年５月２７日から適用する。 
    （今回は総会の承認された日で。改正後は第１０章に基づいて、指導協

理事に承認された日。） 
☆ 森下先生より助言：単位団スポ少の代表ということを忘れずに、団の先生とコンタ

クトを取ったり、団活動にも参加するようにしましょう。会長職は人に仕事をまか

せる役なので、みんなで支え合って行くように。しかし、会長は誰が何をしている

か把握していること。先生に対して質問など、ぶつかっていくぐらいの組織になっ

てほしい。ちょっとしてことにも、先に先生が気付くようなリーダー会ではなく、

自分たちだけで気付くリーダー会であってほしい。 
☆ 事務局：６月１０日（日）研修会の要項まだ送付できていません。着き次第、出欠

お願いします。 
AM１１：３０閉会 


